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国連WFPが学校給食を入れる容器として使っている「赤いカップ」を目印に、
毎日のお買物で学校給食支援ができる国連WFP協会のレッドカップキャンペーン。
新たに1社が参加しました。売り上げの一部は学校給食支援に寄付されます。

2024年11月～１2月31日まで実施された学校給食キャンペーン。皆さまからのご寄付
により、寄付金額35,417,088円、1,180,570人の子どもたちに学校給食を贈る
ことができます。あたたかいご支援に心より御礼申し上げます。

「WFP ウォーク・ザ・ワールド for アフリカ 2025」
参加費の一部が国連WFPの学校給食支援への寄付につながる、
チャリティウォーキングイベントを開催します。どうぞお楽しみに！
日程：横浜5月11日（日）、大阪5月18日（日）、名古屋6月1日（日）
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現地より
interview

受付時間 9:00～18:00（通話料無料・年末年始を除く年中無休）

〒220-0012 横浜市西区みなとみらい1-1-1 パシフィコ横浜6F
国連世界食糧計画日本事務所・国連WFP協会

ご意見・お問い合わせ

モザンビークに住むアーネスティナさんとその息子についての記事は中面をご覧ください

▲ポートスーダンでの支援物資の運搬
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未来へのバトンをつなげる
母子栄養支援

国連WFPスーダン事務所
シッピングオフィサー

※1 およそ新幹線5,000両分の重さ ※2 およそビル20階分のサイズ
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◀インタビュー
　全文はこちら

山﨑さん：穀物が5万トン級の大型船※２で
　　　　 輸送されてきます。

詳細は3月中旬に
WEBサイトにて
公開予定です！

学校給食キャンペーンご報告 
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国連世界食糧計画（WFP）は、国連食糧農業機関（FAO）と合同で半年に
１度、世界各国の飢餓状況についてまとめた報告書「飢餓のホットスポット」
（飢餓の深刻な地域）を発行しています。
最新の報告書によると、2024年11月から2025年5月にかけて、世界22の
国と地域で、急性の食料不安が深刻化する可能性が高いとし、人びとが生命
を守り、飢餓と死を防ぐための人道的行動の重要性を呼びかけています。

国連WFPのシンディ・マケイン事務局長は

 
 
 
 と、
国際社会に更なる支援を求めています。

赤ちゃんがお母さんのお腹に宿ってから、2歳の誕生日を迎えるまでの
「人生最初の1000日間」。子どもたちの身体と脳は、この期間に著しく
成長し、生涯にわたる健康と発達の基礎が築かれます。この間に最適な栄養
を得ることが、その後の人生の可能性を大きく広げるのです。
国連WFPは、この重要な1000日間の栄養支援に力を入れています。
2023年、世界中の2,800万人の5歳未満の子どもや妊産婦を対象に栄養
支援を実施し、27か国において各国政府と協力し、栄養不良を予防する
ための取り組みを進めました。

スーダン
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飢餓の最高警戒レベル

飢餓の懸念が非常に高い

急性食料不安が悪化する
可能性が高い

国連WFPは、干ばつの影響
が最も大きい6州の約37
万人の子どもや女性を中心
に、栄養支援や食料支援を
提供しています。
さらに、病気の予防や医療
の質の向上と範囲の拡大
にも貢献。これらの活動に
より、栄養不良の罹患・死亡
率が減り、干ばつの影響を
受けたコミュニティの回復
と自立が期待できるように
なりました。

国連WFPは、モザンビーグのカボデルガード州
の17地区で緊急の栄養支援を行っています。
人里離れた場所にあるコミュニティでは、移動
検診チームを支援し、妊婦や授乳中の女性、
5歳未満の子どもたちの栄養状態
のチェックと治療を行っています。

世界中の「壊滅的な飢餓状況（IPCフェーズ5）」に直面している人の半数
がいるとされているスーダン。依然として推定470万人の5歳未満の
子ども、妊婦や授乳中の女性が急性栄養不良に苦しんでいます。
途切れない支援が必要不可欠ですが、雨季が終わり、壊滅的状況の
地域にも支援物資が届き始めました。

　　　アーネスティナさんは２９歳で、４人の子どもの母親
です。彼女の息子（生後８ヶ月）は栄養不良で、国連WFP
のクリニックで治療を受けています。クリニックでは、医療
スタッフによるチェックを受け、体重を測定し、栄養改善の
ための補助食が提供されます。クリニックに来てから、彼女の
赤ちゃんは体重が増え始めました。

飢餓のホットスポット

母子栄養支援とは

飢餓のホットスポット

食料支援を受ける妊婦
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検診の様子。体重測定をする赤ちゃん

裏面に、スーダンで支援に携わる
国連WFP職員 山﨑和彦さんの
インタビューを掲載しています。

３つの国での実績をご紹介！

出展：Hunger Hotspots
　　  FAO‒WFP early warnings
　　  on acute food insecurity
　　  November 2024 to May 2025 outlook

様々な
国連WFPの
支援

アンゴラ

モザンビーク

学校給食支援

緊急支援

自立支援

母子栄養支援
●栄養不良を直接治療し予防する
●栄養価の高い食品を入手できるよう支援 など

国連WFP
シンディ・マケイン事務局長

表紙の写真

アンゴラ
ホットスポット以外の国でも

飢餓が引き起こす貧困と栄養不良の悪循環を断ち切り、
未来へのバトンをつなぐため、基盤となる支援が必要です。
今回は、その中の一つである「母子栄養支援」についてご紹介します。

皆さまからのあたたかいご支援があるからこそ、赤ちゃんとお母さんを支える活動を続けることができます。

ポートスーダンにあるWFP
支援の栄養センターにいる
アイシャちゃん（1５ヶ月）

… 母子栄養支援の活動実績を紹介
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動画はこちら▶
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